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算数科学習指導案

実施期間 平成24年10月９日(火)

～10月23日(火)

実施学年 小学校 第３学年

授 業 者 根岸 直之

Ⅰ 単元名 はしたの大きさの表し方

Ⅱ 考察

１ 教材観

本単元は、学習指導要領の第３学年の内容Ａ、数と計算（５）「小数の意味や表し方について理解

できるようにする」を受けて設定され、「小数の意味や表し方について理解し、小数の加減計算がで

きるようにすること」をねらいとする。

児童はこれまでに、長さやかさの測定に関して、第２学年で「７㎝３㎜」「２Ｌ６dL」などの複名

数の表し方を学習している。これらの学習を通して、普遍単位を用いることの必要性に気付いたり、

単位の意味や役割について理解したりしてきている。

そこで本単元では、まず、単位量に満たない端数部分の量や長さの表し方を学習する。次に、小数

の仕組み、小数の大小比較、小数の加法、減法の場面で演算決定並びに計算方法を既習の整数の考え

に帰着して考える学習を行う。さらに、小数を数直線や式を用いて、整数との和や差としてみたりす

る多面的な見方や 0.1を基にして考える相対的な見方などの学習を行う。

以上のような既習の長さ、かさ、整数などの学習を基に、言葉、式、図などを用いて考えたり、説

明したりする活動を通して、数学的な思考力・表現力を高めることができる。また、小数を用いて長

さやかさを表す際は、簡潔に表すことができたり、読みやすくなったりするなど、小数（単名数）の

もつよさを味わわせることもできる。

また、本単元の学習は「はばたく群馬の指導プラン」に示されている「数の範囲が小数に広げられ

ても、位をそろえれば整数と同様に計算できるという考え方」「既習事項と比較したり結び付けたり

しながら、考えること」につながるものである。

２ 児童の実態（略）

Ⅲ 単元の目標

小数の意味とその表し方について理解するとともに、小数の加法、減法の計算ができるようにす

る。

Ⅳ 授業中における生徒指導

○自他の考えを伝え合う活動を通して、算数が得意の児童や自分の考えを積極的に発言する児童だ

けでなく、おとなしく目立たない児童や理解の遅い児童などの意見や考えも大切にする。

Ⅴ 指導と評価の計画（全11時間予定）

１ 研究の内容

「算数手がかりカード」とは、自分の力で解決方法の見通しを立てたり、自分や友達の考えの根

拠を明らかにするために、既習事項をカードにかいてリングに綴じ込んだものである。カードは、

１単位時間のまとめの場で作成し、授業で身に付けた知識及び数学的な考え方をかくようにする。

また、作成したカードと関連している内容の場合はそのカードに付け加えていく。そして、「算

数手がかりカード」を解決方法の見通しを立てたり、自他の考えの根拠を明らかにしたりするため

に取り入れる。

２ 指導と評価 ※太字は研究とのかかわり

①小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさを表すことができるなどのよさに気付き、進んで生活や学習

評 に活用しようとする。【関・態】

価 ②端数部分の大きさを表すとき、整数の十進位取り記数法の考えを基に、１を10等分して新たな単位（ 0.1）を

規 つくり、その大きさの幾つ分かで表すなど、拡張して考えることができる。【考え方】

準 ③端数部分の大きさを小数を使って表したり、1/10の位までの小数の加減計算をしたりすることができる。

【技能】

④小数が用いられる場合や小数の表し方、1/10の位について知り、小数の意味について理解する。【知・理】
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指導上の留意点及び支援・評価
関 考 技 知

時 主な学習活動 ＊主な指導上の留意点及び支援

・ え ・

○評価項目（評価方法）【評価の観点】

態 方 能 理

△「努力を要する」児童への支援

１ 研究における基本的な手だて研究における基本的な手だて研究における基本的な手だて研究における基本的な手だて ○ ○

・ 水とうに入る水のかさを、 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ

２ １Ｌのますではかったら１Ｌ うにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使って

とあと少しのはしたがありま 既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ

した。入れ物に入っている水 アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。

のかさは、何Ｌといえばよい （第１時のみ、事前に単元に深く関係する「算数手（第１時のみ、事前に単元に深く関係する「算数手（第１時のみ、事前に単元に深く関係する「算数手（第１時のみ、事前に単元に深く関係する「算数手

でしょうか。 がかりカード」は教師が作成して配付しておく。がかりカード」は教師が作成して配付しておく。がかりカード」は教師が作成して配付しておく。がかりカード」は教師が作成して配付しておく。

第２時より児童が作成・付け加えしていく。）第２時より児童が作成・付け加えしていく。）第２時より児童が作成・付け加えしていく。）第２時より児童が作成・付け加えしていく。）

・水を１Ｌのますで測ったときの △１を10等分する考えが導き出せるようにするため△１を10等分する考えが導き出せるようにするため△１を10等分する考えが導き出せるようにするため△１を10等分する考えが導き出せるようにするため

１Ｌに満たないはしたのかさの に「算数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カーに「算数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カーに「算数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カーに「算数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カー

表し方を考える。 ドと「１㎝は10㎜」カードから、共通点を見付けドと「１㎝は10㎜」カードから、共通点を見付けドと「１㎝は10㎜」カードから、共通点を見付けドと「１㎝は10㎜」カードから、共通点を見付け

・１Ｌを10等分した１こ分のかさ るように助言する。るように助言する。るように助言する。るように助言する。

を「 0.1Ｌ」ということを知る ＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うこ＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うこ＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うこ＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うこ

・用語「小数」「小数点」 とができるようにするために、「算数手がかりカとができるようにするために、「算数手がかりカとができるようにするために、「算数手がかりカとができるようにするために、「算数手がかりカ

「整数」を知る。 ード」を使う。ード」を使う。ード」を使う。ード」を使う。

○十進数の考えを基に、単位量よりも少ないはしたの量

を数値化して表そうとしている。【関・態】（観察・

ノート）

○長さ、かさの単位などと関連付けて、１を10等分して

１Ｌに満たない端数部分のかさの表し方を理解してい

る。【知・理】（発言・ノート）

３ ＊単名数で表すよさを実感できるようにするために、身 ○

テープの長さを㎝で表しま の回りに使われている小数（靴のサイズ、身長など）

しょう。 から考えるようにする。

○小数を用いると、２つの単位で表していた大きさを１つ

・８㎝７㎜のテープの長さを㎝ の単位で表せることを理解している。【知・理】（発言

単位で表すことを考える。 ・ノート）

・長さやかさについて小数を使っ △１㎜は、１㎝を何等分した長さであると考えられるよ△１㎜は、１㎝を何等分した長さであると考えられるよ△１㎜は、１㎝を何等分した長さであると考えられるよ△１㎜は、１㎝を何等分した長さであると考えられるよ

た単名数での表し方を考える。 うにするために、もう一度「算数手がかりカード」のうにするために、もう一度「算数手がかりカード」のうにするために、もう一度「算数手がかりカード」のうにするために、もう一度「算数手がかりカード」の

「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言する。「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言する。「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言する。「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言する。

４ ＊小数も整数と同じように十進構造になっていることを ○ ○

小数を数直線に表しましょ 理解できるようにするために、位取り表を基に考えら

う。 れるようにする。

○整数の数直線と関連付けて、数直線上の小数の読み方

・数直線に表された小数を読んだ を考え、説明している。【考え方】（発言・ノート）

り、数直線に小数を表したりす ○小数も整数と同じように十進構造になっていることを

る。 理解している。【知・理】（発言・ノート）

・「小数第一位」の用語を知り小 △小数 2.4の構成がとらえやすくするために、整数24は

数の位取りについて考える。 10が２こと１が４こあることを基に考えられるように

・ 2.4の構成について、整数24 する。

の構成を考えた学習を基に検

討する。
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５ ＊小数の大小を能率的に比べられるようにするために、 ○

2.9と３ではどちらが大き 位取り表を使い、位をそろえて考えるようにする。

いでしょうか。 ○小数の大小関係を理解している。【知・理】（発言・

ノート）

・2.9と３の大小関係を考える。 △ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表

・数直線に表された小数を読んだ して考えたりすることができるようにするために、もして考えたりすることができるようにするために、もして考えたりすることができるようにするために、もして考えたりすることができるようにするために、も

り、数直線に小数を表したりす う一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カ

る。 ードを見直すように助言する。ードを見直すように助言する。ードを見直すように助言する。ードを見直すように助言する。

６ ＊「集団追究」の場で、多様な考え方の共通点を見付け＊「集団追究」の場で、多様な考え方の共通点を見付け＊「集団追究」の場で、多様な考え方の共通点を見付け＊「集団追究」の場で、多様な考え方の共通点を見付け ○ ○

・ ジュースが大きいびんに、 ることができるようにするために「算数手がかりカーることができるようにするために「算数手がかりカーることができるようにするために「算数手がかりカーることができるようにするために「算数手がかりカー

７ 0.5Ｌ、小さいびんに 0.3Ｌ ド」を使って、自分の考えの根拠を明らかにしながらド」を使って、自分の考えの根拠を明らかにしながらド」を使って、自分の考えの根拠を明らかにしながらド」を使って、自分の考えの根拠を明らかにしながら

入っています。合わせて何Ｌ 伝え合う。伝え合う。伝え合う。伝え合う。

ありますか。 ○小数の加法の計算の仕方を、小数を 0.1の何こ分とみ

ることで既習の整数の計算に帰着して考え、説明した

・0.5＋0.3や0.4＋0.7の計算の仕 りまとめたりしている。【考え方】（発言・ノート）

方を 0.1を単位として考える。 ○小数第一位どうしの加法・減法の計算ができる。

【技能】（ノート）

ジュースが、 0.8Ｌありま △ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表

す。そのうち、 0.3Ｌ飲みま して考えたりすることができるようにするために、もして考えたりすることができるようにするために、もして考えたりすることができるようにするために、もして考えたりすることができるようにするために、も

した。ジュースは何Ｌのこっ う一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとに考えう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとに考えう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとに考えう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとに考え

ていますか。 る」カードや「数直線に表す」カードを見直すようにる」カードや「数直線に表す」カードを見直すようにる」カードや「数直線に表す」カードを見直すようにる」カードや「数直線に表す」カードを見直すように

助言する。助言する。助言する。助言する。

・前時の学習を基に、0.8－0.3や

1.4－0.6の計算の仕方を考える

８ ＊筆算の原理の理解を深めるために、位をそろえる理由 ○

・ 2.5＋1.8の筆算のしかたを考 を問い、単位となる数の大きさが同じでないと計算が

９ えましょう。 できないことを確認する。

○小数第一位までの小数の加法・減法の筆算ができる。

・小数第一位までの小数の加法の 【技能】（ノート）

筆算の仕方をまとめる。 △整数の計算のように末位をそろえて筆算する間違えを

なくすために、小数点をそろえるように助言する。

4.3－2.8の筆算のしかたを

考えましょう。

・小数第一位までの小数の減法の

筆算の仕方をまとめる。

10 ＊小数の大きさや仕組みの理解を深めるために、１つの ○

1.8は、どのような数です 表し方ができたら、ほかの表し方でも考えるようにす

か。いろいろな表し方を考え る。

ましょう。 ○小数の仕組みを基に、数直線や式を用いて、 1.8の多

様な見方について考え表現している。【考え方】

・ 1.8を数直線に表し、いろいろ （発言・ノート）

な見方や表し方を考える。

11 ・適用問題に取り組む。 ○基本的な学習内容について、理解している。 ○

【知・理】（ノート）

△解決方法の見通しがもてるようにするために教科書に△解決方法の見通しがもてるようにするために教科書に△解決方法の見通しがもてるようにするために教科書に△解決方法の見通しがもてるようにするために教科書に

記載されているページ（問題を解くために必要な学習記載されているページ（問題を解くために必要な学習記載されているページ（問題を解くために必要な学習記載されているページ（問題を解くために必要な学習

内容がどこで学習したのか示されている）やノート、内容がどこで学習したのか示されている）やノート、内容がどこで学習したのか示されている）やノート、内容がどこで学習したのか示されている）やノート、

「算数手がかりカード」を見直すように助言する。「算数手がかりカード」を見直すように助言する。「算数手がかりカード」を見直すように助言する。「算数手がかりカード」を見直すように助言する。
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の１時間目）

１ ねらい

１Ｌに満たないはしたのかさの表し方を考え、その考えを学級全体で根拠を明らかにしながら伝え合い、小数

の表し方を知ることができる。

２ 本時の主な算数的活動

１Ｌに満たないはしたのかさの表し方を、既習の長さやかさのはしたの表し方から類推して考え、説明する活

動（数学的に説明し、伝え合う活動）

３ 準備

バケツ、ペットボトル、水筒の絵（掲示用） １Ｌのますの図（掲示用、配付用）

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

水とうに入る水のかさを、１Ｌのますではかったら１Ｌとあと少しのはしたがありました。水とうに入っ

ている水のかさは、何Ｌといえばよいでしょうか。

１ １Ｌに満たない水のかさを見て本時の学 15 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにす＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにす＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにす＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにす

習課題をつかみ解決方法の見通しをもつ。 個人 るために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知るために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知るために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知るために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知

〈予想される、児童が使うカード〉 識や数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分〈予想される、児童が使うカード〉 識や数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分〈予想される、児童が使うカード〉 識や数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分〈予想される、児童が使うカード〉 識や数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分

の解決方法を伝え合ったりする。の解決方法を伝え合ったりする。の解決方法を伝え合ったりする。の解決方法を伝え合ったりする。

＊類推的な考え方から10等分する考えが導き出せるように＊類推的な考え方から10等分する考えが導き出せるように＊類推的な考え方から10等分する考えが導き出せるように＊類推的な考え方から10等分する考えが導き出せるように

ペア するために、「１Ｌは10dL」カードと「１㎝は10㎜」カするために、「１Ｌは10dL」カードと「１㎝は10㎜」カするために、「１Ｌは10dL」カードと「１㎝は10㎜」カするために、「１Ｌは10dL」カードと「１㎝は10㎜」カ

ードの２枚の「算数手がかりカード」から、見通しをもードの２枚の「算数手がかりカード」から、見通しをもードの２枚の「算数手がかりカード」から、見通しをもードの２枚の「算数手がかりカード」から、見通しをも

てるようにする。てるようにする。てるようにする。てるようにする。

＊児童から 1.5Ｌという小数の表し方が出てきた場合は、

1.5Ｌと本時の問題を比較することでより明確な見通し

がもてるようにする。

【学習課題】 １Ｌより少ないはしたのかさを、Ｌで表す方ほうを考えよう。

２ １Ｌより少ないかさを、Ｌで表す方法を 10 ＊作業用の１Ｌのますの図を配付し、折ったり、目盛りを

考える。 個人 つけたりできるようにする。

〈予想される児童の考え〉 ＊小数の表し方は未習なので、ここでは10等分できたこと

（ア）１dLは、１Ｌを10等分しているから。 を賞賛する。

（イ）１㎜は、１㎝を10等分しているから。 △１を10等分する考えが導き出せるようにするために「算△１を10等分する考えが導き出せるようにするために「算△１を10等分する考えが導き出せるようにするために「算△１を10等分する考えが導き出せるようにするために「算

数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カードと、「１㎝数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カードと、「１㎝数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カードと、「１㎝数手がかりカード」の「１Ｌは10dL」カードと、「１㎝

は10㎜」カードから共通点を見付けるように助言する。は10㎜」カードから共通点を見付けるように助言する。は10㎜」カードから共通点を見付けるように助言する。は10㎜」カードから共通点を見付けるように助言する。

△dLの表し方で考えている児童には、本時のめあては、は

したのかさをＬで表す方法を考えることだということを

確認する。

３ 各自の考えを理由とともに発表し、検討 10 ＊同じかさの単位から考える（ア）、長さの単位と関連付

する。 全体 けて10等分する（イ）というように児童の考えを意図的

に取り上げる。

＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うことがで＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うことがで＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うことがで＊自他の考えの根拠を明らかにしながら伝え合うことがで

きるようにするために「算数手がかりカード」を使う。きるようにするために「算数手がかりカード」を使う。きるようにするために「算数手がかりカード」を使う。きるようにするために「算数手がかりカード」を使う。

・「10等分」の意味を確認し、 0.1の意味を ＊等分という意味を深めるために、誤答を提示する。

知る。

・0.2Ｌは 0.1Ｌが２こ分、0.3Ｌは 0.1Ｌが ○長さ、かさの単位などと関連付けて、１を10等分して

３こ分であることを知る。 １Ｌに満たない端数部分のかさの表し方を知ることが

できる。【知・理】（発言・ノート）

まとめ １Ｌを10等分した１こ分のかさを 0.1Ｌという。

４ 適用問題に取り組み、本時のまとめをす 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために自分の

る。 個人 考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。

次の水とうに入る水のかさは、 「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。

何Ｌといえばよいでしょうか。 ペア

１Ｌ

１０１０１１１０10を

１

１Ｌを同じかさに、

１０に分けた１つ

分のかさを１ｄＬと

いう。

表

１０１０１１１０10を

１

１Ｌ

１ｄＬ

裏

１０１０１１１０10を

１

１㎝を同じ長さに、

１０に分けた１つ分

の長さを１㎜という。

表

１０１０１１１０10を

１

１㎝

裏

１Ｌ

１０１０１１１０10を

１

１Ｌを同じかさに、１０に

（10等分）

分けた１つ分のかさを

１ｄＬという。

（0.1Ｌ）

表

「10等分」

を付け加え

る。

１０１０１１１０10を

１

１Ｌ

１ｄＬ

裏

0.1Ｌ

0.1Ｌ＝１ｄＬ

「0.1Ｌ」

を付け加

える。
「 0.1Ｌ」

を付け加え

る。
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の２時間目）

１ ねらい

１Ｌに満たないはしたのかさの表し方を考え、その考えを学級全体で根拠を明らかにしながら

伝え合い、小数の表し方を理解することができる。

２ 本時の主な算数的活動

１Ｌに満たないはしたのかさの表し方を 0.1Ｌのいくつ分の考えを用いて問題を解決する活動

（算数・数学を利用する活動）

３ 準備

１Ｌのますの図（掲示用、配付用） 数直線（掲示用）

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

１ 適用問題に取り組む。 15 ＊小数も整数と同じように考えることができるよう

・水のかさはそれぞれ何Ｌですか。 個人 にするために、掲示用の１Ｌのますの図を用いて

また、 0.1Ｌの何こ分ですか。 0.1の何こ分かを説明する。

＊①については、小数を多様な見方ができるように

するために、１Ｌと 0.6Ｌを合わせて 1.6Ｌとい

う言い方もできることに触れる。また、次時以降

の素地をつくるために、１Ｌのますの図のほかに

数直線に 1.6Ｌを表し、 0.1の16こ分が 1.6であ

ることを説明する。

＊「0.」がつくと１Ｌより少ないことが理解できる

ようにするために、0.4Ｌと0.7Ｌの共通点から考

・水のかさだけ色をぬりましょう。 えるようにする。また、視覚的にとえられるよう

にするために、掲示用の１Ｌのますの図を用いて

説明する。

△ 0.1の何こ分ととらえられるようにするために、△ 0.1の何こ分ととらえられるようにするために、△ 0.1の何こ分ととらえられるようにするために、△ 0.1の何こ分ととらえられるようにするために、

「算数手がかりカード」の「１Ｌを10等分した１「算数手がかりカード」の「１Ｌを10等分した１「算数手がかりカード」の「１Ｌを10等分した１「算数手がかりカード」の「１Ｌを10等分した１

こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直すように助言こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直すように助言こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直すように助言こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直すように助言

する。する。する。する。

・0.1Ｌを、９こ集めたかさは何Ｌです ＊小数も整数と同じように考えることができるよう

か。また、0.1Ｌを10こ集めたかさは にするために、 0.1の何こ分かを説明する。

何Ｌですか。 ＊小数においての十進構造の素地をつくるために、

0.1Ｌが10こ集まると１Ｌになることをおさえる。

２ 「小数」「小数点」「整数」の 20 ＊「小数」「小数点」「整数」の意味の定着を図る

用語の意味を知る。 全体 ために、小数と整数の相違点について触れるよう

にする。

３ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊小数も整数と同じように考えることができるよう

めをする。 個人 にするために、 0.1の何こ分かを説明する。

0.7、2.8、4、12、9.9を整数と小数

に分けましょう。 ペア ○小数の意味、その表し方を理解している。

【知・理】（発言・ノート）

「算数手がかりカード」を作成する。「算数手がかりカード」を作成する。「算数手がかりカード」を作成する。「算数手がかりカード」を作成する。

１０１０１１１０10を

１

小数

小数点

整数

表

１０１０１１１０10を

１

１．３や０．８のような数を小数

０，１，２，３，・・のような数を整数

小数点小数点小数点小数点

裏

１Ｌ １Ｌ

①

１Ｌ②

１Ｌ １Ｌ

①1.8Ｌ
１Ｌ

②0.7Ｌ
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の３時間目）

１ ねらい

長さ（㎝）の場合も小数で表すことができ、小数を用いれば単名数で表せることを理解する。

２ 本時の主な算数的活動

長さ（㎝）を測る活動（算数・数学の意味を実感する活動）

３ 準備

物差しの図（掲示用、配付用）

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

10 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ

個人 うにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使って

既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ

ペア アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。

テープの長さを㎝で表しましょう。 ＊「１㎝は10㎜」の「算数手がかりカード」だけで

見通しを立てている児童には本時の課題は㎝だけ

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方 で表すことを確認し、ほかにカードがないか確か

法の見通しをもつ。 めるように助言する。

〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉

【学習課題】 なぜ、小数で表すのか考えよう。

２ １㎝より短い長さを、㎝で表す方 10 ＊「0.1」とはどのような意味をもった数であるか

法を考える。 個人 理解できるようにするために、物差しの図を児童

〈予想される児童の考え〉 に配付する。

・１dLと同じように１㎜も、１㎝を10 △１㎜は１㎝を何等分した長さであると考えられる△１㎜は１㎝を何等分した長さであると考えられる△１㎜は１㎝を何等分した長さであると考えられる△１㎜は１㎝を何等分した長さであると考えられる

等分しているから 0.1㎝になる。 ようにするために、もう一度「算数手がかりカーようにするために、もう一度「算数手がかりカーようにするために、もう一度「算数手がかりカーようにするために、もう一度「算数手がかりカー

ド」の「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言ド」の「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言ド」の「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言ド」の「１㎝は10㎜」カードを見直すように助言

する。する。する。する。

３ 小数（単名数）を使った表し方を 15 ＊単名数で表すよさを実感できるようにするために

発表し、整数（複名数）と検討する 全体 テープの長さのほかに、身近に使われている小数

（靴のサイズ、身長など）からも考えられるよう

にする。

○小数を用いると、２つの単位で表していた大き

さを１つの単位で表せることを理解している。

【知・理】（発言・ノート）

まとめ 小数を使うと１つの単位で表すことができる。

４ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために

めをする。 個人 自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。

182㎜を18.2㎝と表すよさを考えよう ペア

「算数手がかりカード」に付け加えを「算数手がかりカード」に付け加えを「算数手がかりカード」に付け加えを「算数手がかりカード」に付け加えを

行う。行う。行う。行う。

１０１０１１１０10を

１

１Ｌを同じかさに、１０に

（10等分）

分けた１つ分のかさを

１ｄＬという。

（0.1Ｌ）

表

１０１０１１１０10を

１

１Ｌ

１ｄＬ

裏

0.1Ｌ

１０１０１１１０10を

１

１㎝を同じ長さに

10に分けた１つ分の

長さを１㎜という。

表

１０１０１１１０10を

１

１㎝

裏

・

１０１０１１１０10を

１

１㎝を同じ長さに10に

（10等分）

分けた１つ分の

長さを１㎜という。

（0.1㎝）

表

１０１０１１１０10を

１

１㎝

１㎜
１㎜１㎜
１㎜

0.1㎝＝1㎜

裏

「かさと

同じよう

に考え

る」を付

け加え

る。

「 0.1㎝」を

付け加える。

「10等分」を

付け加える。

「 0.1㎝＝

１㎜」を付

け加える。

780はははは とととと80を合わせた数です。を合わせた数です。を合わせた数です。を合わせた数です。

780はははは よりよりよりより20小さい数です。小さい数です。小さい数です。小さい数です。

780はははは10をををを ここここあつめた数です。あつめた数です。あつめた数です。あつめた数です。

700

800

78

3800はははは とととと800を合わせた数です。を合わせた数です。を合わせた数です。を合わせた数です。

3800はははは よりよりよりより200小さい数です。小さい数です。小さい数です。小さい数です。

3800はははは100をををを ここここあつめた数です。あつめた数です。あつめた数です。あつめた数です。

3000

4000

38

裏

３けたの数と同じようにあらわす３けたの数と同じようにあらわす３けたの数と同じようにあらわす３けたの数と同じようにあらわす

かさとかさとかさとかさと同じように考える同じように考える同じように考える同じように考える

表
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の４時間目）

１ ねらい

数直線上の小数の読み方や表し方を考え、説明することを通して、小数も整数と同じように十

進構造になっていることを理解する。

２ 本時の主な算数的活動

数直線上の小数の読み方や表し方を、既習の整数の表し方と関連付けて考え、説明する活動

（数学的に説明し、伝え合う活動）

３ 準備

数直線（掲示用、配付用）

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

10 ＊「0.1」とはどのような意味をもった数であるか＊「0.1」とはどのような意味をもった数であるか＊「0.1」とはどのような意味をもった数であるか＊「0.1」とはどのような意味をもった数であるか

個人 理解できるようにするために、ペアの友達に目盛理解できるようにするために、ペアの友達に目盛理解できるようにするために、ペアの友達に目盛理解できるようにするために、ペアの友達に目盛

りがどんな大きさを表しているのか、理由を伝えりがどんな大きさを表しているのか、理由を伝えりがどんな大きさを表しているのか、理由を伝えりがどんな大きさを表しているのか、理由を伝え

ペア 合う。合う。合う。合う。

小数を数直線に表しましょう。 △１を10等分した１こ分が 0.1と考えられるように△１を10等分した１こ分が 0.1と考えられるように△１を10等分した１こ分が 0.1と考えられるように△１を10等分した１こ分が 0.1と考えられるように

するために「算数手がかりカード」の「１Ｌを10するために「算数手がかりカード」の「１Ｌを10するために「算数手がかりカード」の「１Ｌを10するために「算数手がかりカード」の「１Ｌを10

１ 本時の学習課題をつかむ。 10 等分した１こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直す等分した１こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直す等分した１こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直す等分した１こ分のかさを 0.1Ｌ」カードを見直す

２ 数直線に小数を表す。 個人 ように助言する。ように助言する。ように助言する。ように助言する。

○整数の数直線と関連付けて、数直線上の小数の

読み方を考え、説明している。

【考え方】（発言・ノート）

・用語「小数第一位」を知る。

全体 ＊小数も整数と同じように十進構造になっているこ

とを理解できるようにするために、位取り表を基

に考えるように助言する。

３ 2.4の構成について、整数24の構成 15 △小数 2.4の構成がとらえやすくするために、整数

を考えた学習を基に検討する。 全体 24は10が２こと１が４こあることを基に考えられ

るようにする。

４ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために

めをする。 個人 自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。

34.6の小数第一位の数字は何ですか ペア ○小数も整数と同じように十進構造になっている

ことを理解している。【知・理】

「算数手がかりカード」に作成・付け「算数手がかりカード」に作成・付け「算数手がかりカード」に作成・付け「算数手がかりカード」に作成・付け （発言・ノート）

加えを行う。加えを行う。加えを行う。加えを行う。

0
１

２ ３ ４

アアアア イイイイ ウウウウ エエエエ

１０１０１１１０10を

１

小数第一位

表

１０１０１１１０10を

１

2 4

.

裏

十

の

位

一

の

位

小

数

位

第

一

１０１０１１１０10を

１

780は と80を合わせた数です。

780は より20小さい数です。

780は10を こあつめた数です。

裏

700

800

78

3800は と800を合わせた数です。

3800は より200小さい数です。

3800は100を こあつめた数です。

3000

4000

38

「整数と同

じように考

える」を付

け加える。

１０１０１１１０10を

１

数直線に表す

表

１０１０１１１０10を

１

0 １ ２

0.1ｄＬ

（Ｌ）

裏

３けたの数と同じようにあらわす３けたの数と同じようにあらわす３けたの数と同じようにあらわす３けたの数と同じようにあらわす

かさとかさとかさとかさと同じように考える同じように考える同じように考える同じように考える

整数整数整数整数と同じように考えると同じように考えると同じように考えると同じように考える

表
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の５時間目）

１ ねらい

小数の大小関係を考え、学級全体で根拠を明らかにしながら伝え合い、互いの考えを比較・検

討することを通して、位が単位となる大きさを表していることを理解する。

２ 本時の主な算数的活動

小数の大小関係を、既習の表現方法である数直線や小数の構成から考え、説明する活動（数学

的に説明し、伝え合う活動）

３ 準備

発表用小黒板 掲示用位取り表

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

2.9と３ではどちらが大きいでしょうか。

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方法 10 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ

の見通しをもつ。 個人 うにするために、「算数手がかりカード」を使っうにするために、「算数手がかりカード」を使っうにするために、「算数手がかりカード」を使っうにするために、「算数手がかりカード」を使っ

〈予想される、児童が使うカード〉 て、既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり〈予想される、児童が使うカード〉 て、既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり〈予想される、児童が使うカード〉 て、既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり〈予想される、児童が使うカード〉 て、既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり

ペア ペアの友達に、自分の解決方法を伝え合ったりすペアの友達に、自分の解決方法を伝え合ったりすペアの友達に、自分の解決方法を伝え合ったりすペアの友達に、自分の解決方法を伝え合ったりす

る。る。る。る。

【学習課題】 小数の大小の比べ方を考えよう。

２ 2.9と３の大小比較を考える。 10 ＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる

〈予想される児童の考え〉 個人 ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使

（ア）数直線に表して考える。 う。う。う。う。

（イ）0.1を基に考える。 △視覚的にとらえることができるようにするために△視覚的にとらえることができるようにするために△視覚的にとらえることができるようにするために△視覚的にとらえることができるようにするために

（ウ）位をそろえて比べる。 もう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表もう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表もう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表もう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表

す」カードを見直すように助言する。す」カードを見直すように助言する。す」カードを見直すように助言する。す」カードを見直すように助言する。

３ 2.9と３の大小比較の仕方を発表 15 ＊視覚的にとらえやすい数直線に表した考え（ア）

し比較・検討する。 全体 0.1を基に考えると既習の整数で考えられる（イ）

のように児童の考えを意図的に取り上げる。

（ウ）については、（ア）と（イ）の考えをまと

めた後に、整数との関連から考えられるようにす

る。そのときに、小数の大小を能率的に比べられ

るようにするために、位取り表を使い、位をそろ

えて考えるようにする。

・それぞれの考えの共通点を見付け ＊（ア）（イ）の共通点について検討することで、

る。 どの考えも 0.1を基に考えていることに気付ける

ようにする。

○小数の大小関係を理解している。【知・理】

（発言・ノート）

まとめ 0.1をもとにしたり、大きい位の数字から比べたりすると整数と同じよう

に考えることができる。

４ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために

めをする。 個人 自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。

「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。

０と 0.1ではどちらが大きいでし ペア

ょうか。

１０１０１１１０10を

１

数直線に表す

表

１０１０１１１０10を

１

0 １ ２

0.1ｄＬ

（Ｌ）

裏

１０１０１１１０10を

１

10をもとに考える

100をもとに考える

表

0.1をもとに考える

「 0.1を

もとに考

える」を

付け加え

る。

１０１０１１１０10を

１

５０は１０をもとに考えると、５こ

２０は１０をもとに考えると、２こ

よって ５＋２＝７

１０をもとに考えているから、７０

５０＋２０の計算は

裏



-資料 9 -

Ⅵ 本時の学習（全11時間中の６時間目）

１ ねらい

小数の加法計算の仕方を考え、学級全体で根拠を明らかにしながら伝え合い、互いの考えを比較・検討するこ

とを通して、既習の整数の計算から小数の加法計算を導き出すことができる。

２ 本時の主な算数的活動

小数の加法の計算の仕方を、既習の整数の計算に帰着してを考え、説明する活動（数学的に説明し、伝え合う

活動）

３ 準備

発表用小黒板

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

ジュースが大きいびんに 0.5Ｌ、小さいびんに 0.3Ｌ入っています。合わせて何Ｌありますか。

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方法の見 10 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする

通しをもつ。 個人 ために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識やために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識やために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識やために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識や

数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決

ペア 方法を伝え合ったりする。方法を伝え合ったりする。方法を伝え合ったりする。方法を伝え合ったりする。

〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉

【学習課題】 小数のたし算の仕方を考えよう。

２ 0.5＋0.3の計算の仕方を考える。 10 ＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす

〈予想される児童の考え〉 個人 るために、「算数手がかりカード」を使う。るために、「算数手がかりカード」を使う。るために、「算数手がかりカード」を使う。るために、「算数手がかりカード」を使う。

（ア）１Ｌますの図に表して考える。 △ 0.1の何こ分ととらえることができるようにするために、△ 0.1の何こ分ととらえることができるようにするために、△ 0.1の何こ分ととらえることができるようにするために、△ 0.1の何こ分ととらえることができるようにするために、

（イ）数直線に表して考える。 もう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カーもう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カーもう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カーもう一度「算数手がかりカード」の「数直線に表す」カー

（ウ）0.1を基に考える。 ドや「 0.1をもとにする」カードなどを見直すように助言ドや「 0.1をもとにする」カードなどを見直すように助言ドや「 0.1をもとにする」カードなどを見直すように助言ドや「 0.1をもとにする」カードなどを見直すように助言

する。する。する。する。

３ 0.5＋0.3の計算の仕方を発表し、比較・ 15 ＊１Ｌのますの図に表しイメージしやすい（ア）、単元の中

検討する 全体 で数多く出てきた表現である（イ）のように児童の考えを

意図的に取り上げる。最後に「 0.1を基に考える」と既習

の整数のたし算で考えられる（ウ）を取り上げる。

・それぞれの考えの共通点を見付ける。 ＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように

するために、「算数手がかりカード」を使う。するために、「算数手がかりカード」を使う。するために、「算数手がかりカード」を使う。するために、「算数手がかりカード」を使う。

＊既習事項を使うと未習事項を解くことができることを実感

できるようにするためになぜ、「 0.1を基に考える」とよ

いのかを考えるようにする。

○小数の加法の計算の仕方を小数を 0.1の何こ分とみるこ

とで既習の整数の計算に帰着して考え説明したりまとめ

たりしている。【考え方】（発言・ノート）

まとめ 小数のたし算では、それぞれ0.1が何こ分かを考えてたせばよい。

４ 適用問題に取り組み、本時のまとめをす 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の

る。 個人 考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。

0.4＋0.7の計算のしかたを考えましょう ペア ○小数第一位どうしの加法の計算ができる。【技能】

（ノート）

・教科書Ｐ19 △
１

１０１０１１１０10を

１

１Ｌを同じかさに、１０に

（10等分）

分けた１つ分のかさを

１ｄＬという。

（0.1Ｌ）

表

１０１０１１１０10を

１

１Ｌ

１ｄＬ

裏

0.1Ｌ

0.1Ｌ＝１ｄＬ

１０１０１１１０10を

１

数直線に表す

表

１０１０１１１０10を

１

10をもとに考える

100をもとに考える

表

0.1をもとに考える
１０１０１１１０10を

１

５０は１０をもとに考えると、５こ

２０は１０をもとに考えると、２こ

よって ５＋２＝７

１０をもとに考えているから、７０

５０＋２０の計算は

裏

１０１０１１１０10を

１

0000 １ ２

0.1dL

（Ｌ）

裏
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の７時間目）

１ ねらい

小数の減法計算の仕方を考え、学級全体で根拠を明らかにしながら伝え合い、互いの考えを比較・検討するこ

とを通して、既習の小数の加法や整数の計算から小数の減法計算を導き出すことができる。

２ 本時の主な算数的活動

小数の減法の計算の仕方を、既習の整数の計算に帰着してを考え、説明する活動（数学的に説明し、伝え合う

活動）

３ 準備

発表用小黒板

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

ジュースが 0.8Ｌあります。そのうち、 0.3Ｌ飲みました。ジュースは何Ｌのこっていますか。

10 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるようにする

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方法の見 個人 ために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識やために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識やために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識やために、「算数手がかりカード」を使って、既習の知識や

通しをもつ。 数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決数学的な考え方を振り返ったり、ペアの友達に自分の解決

ペア 方法を伝え合ったりする。方法を伝え合ったりする。方法を伝え合ったりする。方法を伝え合ったりする。

〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉

【学習課題】 小数のひき算のしかたを考えよう。

２ 0.8－0.3の計算の仕方を考える。 10 ＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できるようにす

〈予想される児童の考え〉 個人 るために「算数手がかりカード」を使う。るために「算数手がかりカード」を使う。るために「算数手がかりカード」を使う。るために「算数手がかりカード」を使う。

（ア）１Ｌますの図に表して考える。 △ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表して△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表して△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表して△ 0.1の何こ分ととらえることができたり、数直線に表して

（イ）数直線に表して考える。 考えたりすることができるために、もう一度「算数手がか考えたりすることができるために、もう一度「算数手がか考えたりすることができるために、もう一度「算数手がか考えたりすることができるために、もう一度「算数手がか

（ウ）0.1を基に考える。 りカード」の「数直線に表す」カードや「 0.1をもとにすりカード」の「数直線に表す」カードや「 0.1をもとにすりカード」の「数直線に表す」カードや「 0.1をもとにすりカード」の「数直線に表す」カードや「 0.1をもとにす

る」カードなどを見直すように助言する。る」カードなどを見直すように助言する。る」カードなどを見直すように助言する。る」カードなどを見直すように助言する。

３ 0.8－0.3の計算の仕方を発表し、比較・ 15 ＊１Ｌのますの図に表しイメージしやすい（ア）、単元の中

検討する 全体 で数多く出てきた表現である（イ）のように児童の考えを

意図的に取り上げる。最後に「 0.1を基に考える」と既習

の整数のたし算で考えられる（ウ）を取り上げる。

・それぞれの考えの共通点を見付ける。 ＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように＊多様な考え方の根拠を明らかにしながら説明できるように

するために「算数手がかりカード」を使う。するために「算数手がかりカード」を使う。するために「算数手がかりカード」を使う。するために「算数手がかりカード」を使う。

○小数の減法の計算の仕方を、小数を 0.1の何こ分とみる

ことで既習の整数の計算に帰着して考え、説明したりま

とめたりしている。【考え方】（発言・ノート）

まとめ 小数のひき算では、それぞれ0.1が何こ分かを考えて引けばよい。

４ 適用問題に取り組み、本時のまとめをす 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の＊本時のねらいが達成できているか確かめるために、自分の

る。 個人 考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。考えをペアの友達と伝え合う。

1.4－0.6の計算のしかたを考えましょう ペア ○小数第一位どうしの減法の計算ができる。

【技能】（ノート）

「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。「算数手がかりカード」に付け加えを行う。

・教科書Ｐ20 △
２

１０１０１１１０10を

１

780は と80を合わせた数です。

780は より20小さい数です。

780は10を こあつめた数です。

裏

700

800

78

3800は と800を合わせた数です。

3800は より200小さい数です。

3800は100を こあつめた数です。

3000

4000

38

１０１０１１１０10を

１

３けたの数と同じように考える

かさと同じように考える

整数と同じように考える

たし算と同じように考える

表 「たし算と

同じように

考える」を

付け加え

る。

１０１０１１１０10を

１

１Ｌを同じかさに、１０に

（10等分）

分けた１つ分のかさを

１ｄＬという。

（0.1Ｌ）

表

１０１０１１１０10を

１

１Ｌ

１ｄＬ

裏

0.1Ｌ

0.1Ｌ＝１ｄＬ

１０１０１１１０10を

１

数直線に表す

表

１０１０１１１０10を

１

10をもとに考える

100をもとに考える

表

0.1をもとに考える
１０１０１１１０10を

１

５０は１０をもとに考えると、５こ

２０は１０をもとに考えると、２こ

よって ５＋２＝７

１０をもとに考えているから、７０

５０＋２０の計算は

裏

１０１０１１１０10を

１

0000 １ ２

0.1dL

（Ｌ）

裏
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の８時間目）

１ ねらい

小数の加法の筆算の仕方を考え、学級全体で根拠を明らかにしながら伝え合う活動を通して、

既習の整数の筆算から導き出し、正しく計算することができる。

２ 本時の主な算数的活動

小数の仕組みや既習の整数の筆算を基に、小数の加法の筆算の仕方を考え、それらを用いて問

題を解決する活動（算数・数学を利用する活動）

３ 準備

発表用小黒板

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

2.5＋1.8の筆算のしかたを考えましょう。

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方 10 ＊本時の課題をつかみやすくするために、前時の問

法の見通しをもつ。 個人 題と本時の問題を比べる。

＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ

ペア うにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使って

既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ

アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。

〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉

【学習課題】 小数のたし算の筆算のしかたを考えよう。

２ 2.5＋1.8の筆算の仕方を考える。 10 ＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる

〈予想される児童の考え〉 個人 ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使

（ア）0.1を基に考える。 う。う。う。う。

（イ）同じ位を合わせる。 △ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も△ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も△ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も△ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も

（ウ）数直線に表して考える う一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとにう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとにう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとにう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとに

する」カードを見直すように助言する。する」カードを見直すように助言する。する」カードを見直すように助言する。する」カードを見直すように助言する。

３ 2.5＋1.8の計算の仕方を発表し、 15 ＊６時間目でまとめた（ア）の考え、位に着目する

比較・検討する。 全体 と既習の計算でできる（イ）のように児童の考え

を意図的に取り上げる。最後に、視覚的にとらえ

やすい（ウ）を取り上げる。

・小数のたし算の筆算の仕方をまとめ ＊筆算の原理の理解を深めるために、位をそろえる

る。 理由を問い、単位となる数の大きさが同じでない

と計算ができないことを確認する。

△整数の計算のように末位をそろえて筆算する間違

えをなくすために、小数点をそろえるように助言

する。

まとめ 小数のたし算の筆算は 0.1をもとに考えると、整数のたし算の筆算と同じような

やり方でできる。

４ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために

めをする。 個人 自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。

２ ペア ○小数第一位までの小数の加法の筆算ができる。

＋３．４ 【技能】（ノート）

・教科書Ｐ21 △
３

△
４

１０１０１１１０10を

１

10をもとに考える

100をもとに考える

表

0.1をもとに考える
１０１０１１１０10を

１

５０は１０をもとに考えると、５こ

２０は１０をもとに考えると、２こ

よって ５＋２＝７

１０をもとに考えているから、７０

５０＋２０の計算は

裏

１０１０１１１０10を

１

780は と80を合わせた数です。

780は より20小さい数です。

780は10を こあつめた数です。

裏

700

800

78

3800は と800を合わせた数です。

3800は より200小さい数です。

3800は100を こあつめた数です。

3000

4000

38

１０１０１１１０10を

１

３けたの数と同じように考える

かさと同じように考える

整数と同じように考える

たし算と同じように考える

表
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の９時間目）

１ ねらい

小数の減法の筆算の仕方を考え、学級全体で根拠を明らかにしながら伝え合う活動を通して、

既習の小数の加法の筆算や整数の筆算から導き出し、正しく計算することができる。

２ 本時の主な算数的活動

小数の仕組みや既習の小数の加法の筆算や整数の筆算を基に、小数の減法の筆算の仕方を考え、

それらを用いて問題を解決する活動（算数・数学を利用する活動）

３ 準備

発表用小黒板

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

4.3－2.8の筆算のしかたを考えましょう。

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方 10 ＊本時の課題をつかみやすくするために、前時の問

法の見通しをもつ。 個人 題と本時の問題を比べる。

＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ

ペア うにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使って

既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ

アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。

〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉〈予想される、児童が使うカード〉

【学習課題】 小数のひき算の筆算のしかたを考えよう。

２ 4.3－2.8の筆算の仕方を考える。 10 ＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる＊自分の考えの根拠を明らかにしながら説明できる

〈予想される児童の考え〉 個人 ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使ようにするために、「算数手がかりカード」を使

（ア）0.1を基に考える。 う。う。う。う。

（イ）同じ位を合わせる。 △ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も△ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も△ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も△ 0.1の何こ分ととらえることができるために、も

（ウ）数直線に表して考える。 う一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとにう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとにう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとにう一度「算数手がかりカード」の「 0.1をもとに

する」カードを見直すように助言する。する」カードを見直すように助言する。する」カードを見直すように助言する。する」カードを見直すように助言する。

３ 4.3－2.8の計算の仕方を発表し、 15 ＊６時間目でまとめた（ア）の考え、位に着目する

比較・検討する。 全体 と既習の計算でできる（イ）のように児童の考え

を意図的に取り上げる。最後に、視覚的にとらえ

やすい（ウ）を取り上げる。

・小数のひき算の筆算の仕方をまとめ ＊筆算の原理の理解を深めるために、なぜ位をそろ

る。 えるのか理由を問い、単位となる数の大きさが同

じでないと計算ができないことを確認する。

△整数の計算のように末位をそろえて筆算する間違

えをなくすために、小数点をそろえるように助言

する。

まとめ 小数のひき算の筆算は 0.1をもとに考えると、整数のひき算の筆算と同じよう

なやり方でできる。

４ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために

めをする。 個人 自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。自分の考えをペアの友達と伝え合う。

５ ペア ○小数第一位までの小数の減法の筆算ができる。

－１．４ 【技能】（ノート）

・教科書Ｐ22 △
５

△
６

１０１０１１１０10を

１

10をもとに考える

100をもとに考える

表

0.1をもとに考える
１０１０１１１０10を

１

５０は１０をもとに考えると、５こ

２０は１０をもとに考えると、２こ

よって ５＋２＝７

１０をもとに考えているから、７０

５０＋２０の計算は

裏

１０１０１１１０10を

１

３けたの数と同じように考える

かさと同じように考える

整数と同じように考える

たし算と同じように考える

表

１０１０１１１０10を

１

780は と80を合わせた数です。

780は より20小さい数です。

780は10を こあつめた数です。

裏

700

800

78

3800は と800を合わせた数です。

3800は より200小さい数です。

3800は100を こあつめた数です。

3000

4000

38
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の10時間目）

１ ねらい

小数の表し方を考え、学級全体で言葉や式、数直線などを用いながら伝え合うことを通して、

小数を多面的な見方や相対的な見方ができる。

２ 本時の主な算数的活動

小数の仕組みを基に、言葉や式、数直線などを用いて、小数の多様な見方を考え、説明する活

動（数学的に説明し、伝え合う活動）

３ 準備

発表用小黒板

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学習活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

1.8はどのような数ですか。いろいろな表し方を考えましょう。

１ 本時の学習課題をつかみ、解決方 10 ＊小数を多様な見方ができるようにするために、数

法の見通しをもつ。 個人 直線を説明の道具として使うようにする。

〈予想される、児童が使うカード〉 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ〈予想される、児童が使うカード〉 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ〈予想される、児童が使うカード〉 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ〈予想される、児童が使うカード〉 ＊解決方法の見通しを全員の児童が明確にもてるよ

ペア うにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使ってうにするために「算数手がかりカード」を使って

既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ既習の知識や数学的な考え方を振り返ったり、ペ

アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。アの友達に自分の解決方法を伝え合ったりする。

２ 1.8のいろいろな表し方を考える。 10

〈予想される児童の考え〉 個人

（ア） （イ） （ウ） （エ）

＊言葉、式、図を関連付けながら表現できるように

するために、１つの表し方に対して言葉、式、図

がかけるワークシートを用意する。

△整数のいろいろな表し方から考えられるようにす△整数のいろいろな表し方から考えられるようにす△整数のいろいろな表し方から考えられるようにす△整数のいろいろな表し方から考えられるようにす

るためにもう一度「算数手がかりカード」の「３るためにもう一度「算数手がかりカード」の「３るためにもう一度「算数手がかりカード」の「３るためにもう一度「算数手がかりカード」の「３

けたの整数と同じように考える」カードを見直すけたの整数と同じように考える」カードを見直すけたの整数と同じように考える」カードを見直すけたの整数と同じように考える」カードを見直す

ように助言する。ように助言する。ように助言する。ように助言する。

３ 1.8のいろいろな表し方を発表し、 15 ＊単元の初めに出てきた整数と小数を合わせる考え

検討する。 全体 （ア）、（ア）の考えとは反対の引く考えの（イ）

単元の中で数多く出てきた（ウ）、（エ）の考え

のように児童の考えを意図的に取り上げる。

＊小数の大きさや仕組みの理解を深めるために、言

葉で表した友達の考えを図や式で説明したり、式

で表した友達の考えを図や言葉で説明したりする

ようにする。

○小数の仕組みを基に、数直線や式を用いて1.8

の多様な見方について考え表現している。

【考え方】（発言・ノート）

まとめ 1.8を１といくつとみたり 0.1の何こ分と考えると、いろいろな表し方ができる。

４ 適用問題に取り組み、本時のまと 10 ＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために＊本時のねらいが達成できているか確かめるために

めをする。 個人 言葉で表されたペアの友達の考えを、式や数直線言葉で表されたペアの友達の考えを、式や数直線言葉で表されたペアの友達の考えを、式や数直線言葉で表されたペアの友達の考えを、式や数直線

を使って伝えたり、式で表されたペアの友達の考を使って伝えたり、式で表されたペアの友達の考を使って伝えたり、式で表されたペアの友達の考を使って伝えたり、式で表されたペアの友達の考

3.6のいろいろな表し方を考えよう ペア えを言葉や数直線で伝えたりする。えを言葉や数直線で伝えたりする。えを言葉や数直線で伝えたりする。えを言葉や数直線で伝えたりする。

１０１０１１１０10を

１

３けたの数と同じように考える

かさと同じように考える

整数と同じように考える

たし算と同じように考える

表

１０１０１１１０10を

１

780は と80を合わせた数です。

780は より20小さい数です。

780は10を こあつめた数です。

裏

700

800

78

3800は と800を合わせた数です。

3800は より200小さい数です。

3800は100を こあつめた数です。

3000

4000

38

0
１ ２

1.8

言葉

・1.8は1と0.8を合わせた数

式

・1.8＝１＋0.8

数直線

0
１ ２

1.8

言葉

・1.8は2より0.2小さい数です。

式

・1.8＝2－0.２

数直線 0
１ ２

1.8

言葉

・1.8は0.1を18こ合わせた数です。

数直線

0
１ ２

1.8

言葉

・
1.8
は

1
と
0.1
を
8
こ合わせた数です。

数直線
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Ⅵ 本時の学習（全11時間中の11時間目）

１ ねらい

小数の仕組みや小数の意味、１／10の位までの小数の加減計算の意味や計算の仕方の定着を確認

し、理解を確実にすることができる。

２ 本時の主な算数的活動

十進位取り記数法の考えや単位の考えを用いて問題を解決する活動（算数・数学を利用する活

動）

３ 準備

数直線（掲示用）

４ 展開

指導上の留意点及び支援・評価

＊主な指導上の留意点及び支援

学級活動 時間 ○評価項目（評価方法）【評価の観点】

△「努力を要する」児童への支援

※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり※太字は研究とのかかわり

１ 「力をつけるもんだい」「しあげ 30 ＊自信をもって取り組むことができるようにするた

のもんだい」に取り組む。 個人 めに、賞賛しながら丸をつける。また，間違って

いる児童には、途中のできているところまで丸を

・小数の加減計算は、 0.1を基にして つけ、次はどこから考えればよいか明確になるよ

考えることで整数の加減計算に帰着 うにする。

できることを理解しているかみる問 ＊同じ問題を多くの児童が間違えていたときは、間

題 違えた児童を黒板の前に集め、説明する。

△解決方法の見通しがもてるようにするために、教△解決方法の見通しがもてるようにするために、教△解決方法の見通しがもてるようにするために、教△解決方法の見通しがもてるようにするために、教

・小数を他の整数や小数の和や差とみ 科書に記載されているページ（問題を解くために科書に記載されているページ（問題を解くために科書に記載されているページ（問題を解くために科書に記載されているページ（問題を解くために

たり、0.1のいくつ分かでとらえたり 必要な学習内容がどこで学習したのか示されてい必要な学習内容がどこで学習したのか示されてい必要な学習内容がどこで学習したのか示されてい必要な学習内容がどこで学習したのか示されてい

することができるかをみる問題 る）やノート、「算数手がかりカード」を見直する）やノート、「算数手がかりカード」を見直する）やノート、「算数手がかりカード」を見直する）やノート、「算数手がかりカード」を見直す

ように助言する。ように助言する。ように助言する。ように助言する。

・１を10等分した１つ分を 0.1である ＊小数の大きさや仕組みの定着が確認できるように

ことの理解をみる問題 するために、言葉のほかに数直線や式でも表現す

るように助言する。

・小数の加減計算の問題 ＊計算間違えがなくなるようにするために、小数の

加減問題は確かめを行うように助言する。

・小数の大小比較の問題 △小数の大小比較の問題で、数直線で考えている児

童には、小数の大小を能率的に比べられるように

・数の構成や相対的な大きさを基にし するために、位をそろえた考え方にも取り組むよ

て数の大きさを考える問題 うに助言する。

＊問題が早く解けた児童には、補足問題を用意して

・数直線上に示された小数を読み取る おく。

問題

① たすと５になる２つの小数を見付けよう。

・小数ではしたの量を表す問題 ② たすと３になる２つの小数を見付けよう。

２ 発展問題に取り組む。 15 ＊１ｍを10等分した１こ分の長さが10㎝であること

個人 が理解できるようにするために、数直線で視覚的

140㎝は何ｍでしょうか。 にとらえられるようにする。

△ 140㎝を 100㎝と40㎝に分け、 100㎝は１ｍであ

ることを確認する。

○基本的な学習内容について、理解している。

【知・理】（ノート）


